


































































































































































































































































































































































































正go9o P30SAΣ2喜劇まぜっかﾖし 会話 美子
そんな｛こ疑ってら顎ノやるんなら、私が確な謹健を見せ獣せ｝う．誰にも見せち　鞭　　　　　　　　　う｝　取も・も舞　　鋒　　　　　　　　　　　　　轟ηた　　　　　　　　　為
竏謔轤ﾈいって父に内竈で借夢たん｛です｝が．藏郎駅です｝から見せてあげぼ
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図8　語数集計表
3．4．付けたタグの活用
　以上，例1から例3で「たんぽぽタガー」を使った研究例を紹介したが，実際のXMLファイ
ルには次のようにタグが付けられている。太字体の部分が新たに付けられたタグである。
〈s＞い・え，〈／s＞
〈s＞〈t：tag　text糧”ルビなし”search＝”貴郎”A：”購入称代名詞”B＝”あなた”id需”237393：237395”／〉〈rrt＝”あ
なたtt＞貴郎〈／r＞〈t：endtag　id＝”237393：237395”／〉はくrrt＝”くち”〉難く／r＞ばかし，〈／s＞
〈s＞まだ〈r　rt・・”うたぐ”〉疑＜／r＞つて〈rrt＝”ゐ”〉居く／r＞らっしやるん〈1位鐙；”P308AO7”／〉〈t：tag　text・・’VVビな
し”search・・”で［せしす］”A＝”敬体”B・・”です”id　一”237414：237416”／〉ですくt：endtag　idm”237414：237416”／〉。
〈／s＞
〈s＞……よう〈rrt＝”ご”〉御〈／r＞〈rrt置”ざ”〉座〈／r＞んす。〈／s＞
＜s＞そんなに〈r　rt＝”うたが”〉疑く／r＞つてらっしやるんなく1位i置講”P308AO8”／〉ら，〈／s＞
〈s＞〈rrt＝”わたし”〉私〈／r＞がくr　rt　・”たしか”〉確〈／r＞なく注原文＝”謹〔しやう］”分類＝”G仮名遣”〉〈rrt＝”
しよう”〉臨く／r＞〈／注〉〈rrt＝”こ”〉糠く／r＞をくrrt＝”み”〉見〈／r＞せく注腺文＝”ましや”分類＝”G仮名遣”〉
〈t：tag　text＝”ルビなし”search＝”ま［せしす3”A＝”敬体”B需”ます”id・・”237454：237456”／〉ませ〈／注〉〈t：
endtag　id　＝”237454：237456”／〉う。〈／s＞
！56
　このように調査した結果をタグの形でXML文書内に残しておいて，後から活用できるのが本
稿で提案する研究手法の特長である。タグをさらに追加することも可能であるから，例えば常体
の文末辞ヂだ」「である」を調査対象に加えて共起関係を再調査する必要が生じた場合も，同じ
XML文書に追加してタグ付け作業を行い，　XSLTスタイルシートで集計し直せば，比較的簡単
に再調査が終了する。このように，一一度たんねんに調査した結果を次の調査の際に活かすことが
できれば，新たな発見につながることもあろうし，また，単独では役に立たなかった調査結果が
重要な意味を持つことになるかもしれない。
　さらに，研究例では「kwic．xsl」を使ったKWIC（図6）や「タグ集計．xsl」を使った集計表
（図8）を紹介したが，XSLTスタイルシートを研究者が薪たに作成することで，　XML文書内の
別の情報を参照したリスト作成や集計も可能である。適用するスタイルシートを変えるだけで薪
たな観点に立った分析ができることも，この研究手法の特長の一つである。しかし，XSLTに：不
慣れな研究者にとっては，白紙の状態からのスタイルシートの自作は敷居が高く感じられるかも
しれない。そのような場合には，まずはヂkwic．xsU「タグ集計．xslj等の付属スタイルシートに
改造を施して利用するところがら始めるのも一つの方法である14。
4．おわりに
　現在，コンピュータを利用した日本語研究はますます広がりを見せ，XML文書をはじめとす
るコンピュータ上で扱うことのできる資料の量は膨大なものになりつつある。こうした流れの中
で，個人の研究者が，膨大な資料の中から用例を効率よく過不足なく収集し，再利用しやすい形
で保存，時々の研究場面に応じて参照できる手法を開発することは，重要な課題の一つと考えら
れる。本稿ではその一例として，XMLタグ付けプログラムとXSLTスタイルシートを活用した
研究手法を紹介した。このような新たな資料と新たな研究手法が，従来とは異なる視点を日本語
研究者にもたらし，より深化した研究へとつながることが期待される。
???
4
?》?」???
　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
国立國語研究所の書語コーパス整備計爾K：OTONOHA　http：／／www2．kokken．go．jp／kotonoha／
青空文庫　http：／／www．aozora．gr．jp／
言語研究におけるXML活用の有効性についてN本語で平易に解説したものとして千葉（2006）
がある。
『太陽コーパス』のほかに『近代女性雑誌コーパス』が公開されている。文書定義は両者共通。
http：／／www．kokken．go．jp／1rc／index．php？近代女性雑誌コーパス
公開場所は国立國語研究所「言語データベースとソフトウェア」http：／／www．kokken．go．jp／irc／
Intemet　Explorer　6以降が動作するWi磁ows環境に対応する。
Per1スクリプトから実行形式のファイルを生成するパッケージ。　http：／／par．perl．org／
W3C　Ruby　Annotatio曲ttp：／／www．w3．org／TR／ruby／
インターフェイス・付属XSLTスタイルシートは，　A一一Cの3属性までの対応であるが，プ
ログラムは最大26属性（Zまで）の埋め込みに対応している。
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10　たとえば，タグ付けされた部分をXPathで取得する場合に，開始・終了タグ形式であれば単
　　に「t：tag」と指定できるところを，「t：tag／following－sibling：：node　O　［following－sibling：：t：endtag／
　　＠id　・current　O／＠id］」などとしてid属性を用いて指定する必要がある。
11　「プリズム」は国立国語研究所「言語データベースとソフトウェア」のページで公開中。
12本稿で紹介する手法を用いた『太陽コーパス」の二人称代名詞に関する論考は近藤（2007）を参
　　照のこと。
13　「ひまわり」は国立国語研究所「言語データベースとソフトウェア」のページで公開中。
14小木曽（2005）で『太陽コーパス』紺応のXSLTスタイルシートの改造例を紹介している。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　　At　present，　Japanese　linguistic　resources　in　XML　format　are　becoming　common．　lt　is　required
to　use　these　resources　efficiently　for　Japanese　linguistic　studies．
　　　Therefore，　we　have　developed　a　X？V［L－tagging　program　TanPoPo　Tagger　which　provides　new
methods　for　linguistic　research　using　XML　documents．　This　program　enables　linguists　to　mark　up
text　strings　in　any　XML　document　wlth　orlginal　tags　which　have　usefu1　attributes．　With　this
program，　lingttists　can　fully　extract　necessary　information　from　the　resources　for　their　research．
And　also，　they　can　save　the　results　of　the　research　as　XML　tags　to　reuse　them　in　other　studies．
　　　　In　this　paper，　we　first　describe　the　function　and　usage　of　this　program　and　its　usage．　Next，　we
show　some　examples　of　study　using　this　program，　and　XSLT　style　sheets　we　made　for　linguis£ic
research．　By　applying　these　style　sheets　to　the　XML　documents　tagged　by　this　program，　linguists
can　easily　create　their　original　lists　or　tables　of　the　strings．
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